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なんぶ議会だより　第 63号３

歳入・歳出 66億４,6００万円

賛成多数で可決一般会計 10人
３人

賛成
反対

令和２年度
当初予算

４月定例議会報告

討
論

反対
①会計年度任用職員の給与や処遇で38時間フルタイ
ムと31時間パートタイムがあるが、年2回のボーナ
スと交通費の支給により総収入は上がっているとい
うがむしろ悪くなっていると考える。

②なんぶ里山デザイン機構に地域おこし協力隊を配
置するというが、おかしい。
　地域おこし協力隊は、決まった給料以外にイベン
トやアルバイトで稼げるようにするためになんぶ里
山デザイン機構に移したというが、それは地域おこ
し協力隊の独立と生活保障につながっていない。

③地域振興協議会の交付金は、事務員の会計年度任
用職員制度の導入により、人件費が増額し、人件費
３,６００万円に対し活動費２,３００万円とアンバラ
ンスになっている。

賛成
①会計年度任用職員の給与ですが、31時間パートタイ
ムの場合には、月々は確かに少し低くなっているかもし
れませんが、年額では確実に上がっているので待遇は良
くなっている。

②町の重要施策として人口減少をいかにゆるやかにする
かが今求められている。人口減少に対応するために、さ
らに移住定住を促進する。また新規住宅地開発補助制度
を新設し、新築を希望する方に住宅用地を提供する。

③免許証返納を促進するために、免許証返納者に対する
バスの無料回数券の支給など、町独自の支援を新たに組
みこんでいる。

④百歳体操の推進など健康づくりにも大変力を入れてい
る。

歳出

民生費
2,240,657
33.7%

総務費
1,203,869
18.1%

公債費
726,819
11.0%

衛生費
860,163
12.9%

教育費
565,601
8.5%

土木費
326,364
4.9%

農林水産業費
538,666
8.1%

（千円）

議 会 費　 87,558　1.3%
消 防 費　 49,604　0.8%
商 工 費　 34,233　0.5%
予 備 費　 10,457　0.2%  
災害復旧費　2,009　0.0%

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

令和２年度一般会計予算採決結果
発議名／議員名（議席番号順）

（単位 : 千円）

なんぶ議会だより　第 63号 ２

歳入・歳出 66億４,6００万円

賛成多数で可決 な
ん
ぶ
暮
ら
し
の
予
算
を
審
査

10人
３人

《当初予算の内訳》
　令和２年度の一般会計予算は、宅地開発促進事業、ひきこもり支
援事業、児童生徒用パソコン整備事業などの新規事業と継続事業の
子どもの広場整備事業、がんばる農家プラン事業など対前年比マイ
ナス0.8％となった。

　令和元年度3月定例議会が、９日から25日までの会期で開催さ
れ、令和２年度一般会計・特別会計予算、条例の制定、監査委
員、副町長の人事案件、令和元年度一般会計補正予算など、34議
案と４件の陳情請願、４件の議員発議案が審議され、３件の陳情
請願は否決、１件の議員発議が否決された。他全ての議案は可決
されました。

３月
定例議会

歳入

地方消費税交付金 　　218,547　3.3%
地方譲与税                  77,665　1.2%     
地方特例交付金          　  3,300　0.0%
自動車取得税交付金    　 6,588　0.1%
ゴルフ場利用税交付金  　5,300　0.1%
利子割交付金              　1,045　0.0%
交通安全対策特別交付金　  939　0.0%
配当割交付金             　 4,775　0.1%
株式譲渡所得割交付金　  4,782　0.1%

町税
974,324
14.7%

26.2%
1,742,452

繰入金
431,758
6.5%

諸収入 87,770　1.3%

地方交付税
3,280,000
 49.4%

県支出金
547,618
8.2%

国庫支出金
537,589
    8.1%

町債
215,400
3.2%

分担金及び負担金
83,742
1.3%

財産収入　　　　　44,398　0.7%
使用料及び手数料　30,432　0.5%
繰越金              　 40,028　0.5%
寄附金              　  50,000　0.7%

自主
財源

73.8%

依存財源

（千円）

4,903,548

（単位 : 千円）



なんぶ議会だより　第 63号 4なんぶ議会だより　第 63号5

【令和元年度補正予算の審査結果】・・・

３月定例議会報告・条例・陳情・請願・議員発議

●令和元年度南部町一般会計補正予算
　 歳入歳出予算額から１,５４８万２千円を減額し、８１億６１１万２千円とする

●令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算
　 歳入歳出予算額から１億３３６万４千円を減額し、１２億９,２９４万７千円とする

●令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算
　 歳入歳出予算額に５５５万９千円を追加し、１億４,７０５万９千円とする

●令和元年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算
　 歳入歳出予算額から３４万１千円を減額し、２億４,４６４万円とする

●令和元年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算
　 歳入歳出予算額に１８８万９千円を追加し、２億６８８万１千円とする

●令和元年度南部町病院事業会計補正予算
　 収益的収入に１６９万９千円を追加し、２４億１,６３９万９千円とする

全員一致で可決

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○
××××××××××

○賛否

会計名／議員名（議席番号順）

陳情・請願の審査結果

討 

論
反対 水道会計の現状は3年間赤字となっ

ている。料金値上げの令和2年度当
初予算でも赤字を計上する状況だ。将来にツケ
回しをしない為にも理解を。

賛成 3年前から主張しているようにもう
一度検討する場を設けるべき。消費

税増税、新型コロナで経済活動は縮小している
今、値上げするべきではない。

1,856万円  

児童生徒用パソコン
整備事業

国の事業としてＧＩＧＡスクール
構想が立ち上がった。学校内に高
速ＬＡＮ整備を行い、児童・生徒
１人に１台のパソコンを配置す
る。環境整備には、国庫補助事業
として、3,833万円を3月補正で
行った。パソコンは、５年リース
で整備を行う。381万円は今年の
リース料。

381万円  

森林整備促進事業 森林環境贈与税を使って、間伐材搬出促進事業を行う。町産材のス
ギ・ヒノキを原木市場や木材加工所等へ出荷、販売する者に対して
助成を行う。間伐材等促進機械の導入助成を行う。
将来的な森林経営に関する所有者の意向について確認し、その後に
現地調査を実施する。

920万円  

子どもの広場整備事業 東町に10月に完成予定。令和元
年度に１期工事として、敷地造成
工事を行い、今年度は、東屋、階
段、防護柵、遊具等を設置する工
事。

1,400万円  
がんばる農家プラン事業 地域の担い手である認定農業者の取り組みを支援し、地域農業の振

興と活性化を図る。認定農業者の経営基盤の強化を支援し、地域の
農地の集約や農業の発展を図る。
意欲ある農業者や企業的農家等が行う、創意工夫を生かした取り組
みに対し、農業者等の作成したプラン(営農の計画等)に基づいた効
果的な支援を行う。 

宅地開発促進事業 町内への移住と定住化を促進
するために新たな宅地開発に
対する補助制度を設ける。１
度の開発で150㎡以上の分譲
用住宅地を４区画以上造成す
る場合に経費の１/４で上限
1,000万円を補助する。町内
の全域が対象。

1,000万円  

主 な 事 業

ひきこもり支援事業 ひきこもりサポーター養成講座を開始し、指導者を育成する。いく
らの郷へひきこもりサポーターを派遣し、ひきこもり支援の基盤を
構築し、ひきこもりの状態にある方の早期支援、自立支援を図る。300万円  

〇提出者：南部町水道料金を考える会　代表　岡田　厚美
令和２年５月からの水道料金値上げの中止を求める陳情… 賛成少数で不採択



なんぶ議会だより　第 63号７ なんぶ議会だより　第 63号 ６

３月定例議会報告・条例・陳情・請願・議員発議

南部町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部改正………

条例一部改正案の審査結果

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○○○

×

賛否

会計名／議員名（議席番号順）

反対 特別職の期末手当については人事院
勧告に基づいてということだが、議

員の期末手当の件についても賛成しないという
意見をとっており同様の態度で反対する。

賛成 特別職の期末手当については、上げ
るときも下げるときもあるが独自に

決めるといびつな体系になりかねないので人事
院勧告を基準とするのが妥当であると考え賛成
する。

賛成多数で可決

南部町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正………

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○○○

×

賛否

会計名／議員名（議席番号順）

反対 農業委員の報酬に能率給を加えるこ
とにどうかと思う。農地の集積が進

まないので能率給を導入するやり方は馬の前に
ニンジンをぶら下げるようなやり方で反対だ。

賛成 これは法律の改正があり、農地利用
最適化の推進義務が農業委員会に必

須事項として位置付けられ農地利用最適化交付
金事業が今年度から運用される。交付金を活用
するものであり賛成する。

賛成多数で可決

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○

×××××

○○○

××
○賛否

会計名／議員名（議席番号順）

討 

論
反対 夫婦が同姓であることは家族の基本

だ。選択的夫婦別姓導入されると子
どもの将来に問題が生ずる恐れがある。子ども
に選択する権利がない。

賛成 アンケートでは若い方は６０％夫婦
別姓に賛成の意見があり条件整備を

してほしい。世界的な流れもひとり一人の個人
を尊重するということである。

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○○○○

×

○○○○○○○賛否

会計名／議員名（議席番号順）

討 

論
反対 1985年に女性差別撤廃条約を日本

も批准しているが、この選択書を批
准すると日本で個人通報制度が使え、国連に訴
えることができ、選択夫婦別姓、慰安婦等個人
的に訴えられるので反対。

賛成 批准したらどうなるかというと、差
別撤廃条約要綱から考えて日本政府

が認めていないので勧告してくださいというこ
とで、夫婦別姓を認めなさいとか慰安婦問題に
賛成せよということではない。

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○

××××××××××

○賛否

会計名／議員名（議席番号順）

討 

論
反対 1990年代から続くこの問題に対し

て日本政府は真摯に対応し続けてお
り、補償金も出している。これは既に韓国内の
問題で日本は行うことは行っている。

賛成 被害者への真摯な回答を。日本は正
式な謝罪ができていないというのが

世界から見た評価。被害者側の意見を中心に考
えなさいということ。

陳情・請願の審査結果

〇提出者：新日本婦人の会鳥取県本部　会長　山内　淳子

〇提出者：新日本婦人の会鳥取県本部　会長　山内　淳子

〇提出者：新日本婦人の会鳥取県本部　会長　山内　淳子

〇国の法律改定訂に伴い支給率100分の167.5を100分の170に改定

〇農業委員、農地最適化委員の月額に能率給を追加及び監査委員の報酬を
　日額から月額へ変更する

●南部町非常勤職員及び臨時的任用職員の勤務条件等に関する
　条例の廃止について
　 会計年度任用職員に関する条例に移行するため廃止とする

【他条例の審査結果】・・・ 全員一致で可決

選択的夫婦別性の導入など一日も早い民法改正を求める
意見書提出を求める請願……………………………　賛成少数で不採択

日本軍「慰安婦」問題の真の解決を求める請願………　賛成少数で不採択

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める
意見書の提出を求める請願…………………………………　賛成多数で採択



なんぶ議会だより　第 63号９ なんぶ議会だより　第 63号 ８

３月定例議会報告・条例・陳情・請願・議員発議

●南部町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について
　 会計年度任用職員条例移行に伴うものに付随

●南部町被災者住宅支援条例の一部改正について
　損壊した住宅の割合が５％をこえる場合５万円の支援金

●南部町営西伯墓苑条例及び南部町円山墓地条例の一部改正について
　 新たな利用者も少なく使用料返還の条件の見直しと経過措置を設ける

●南部町印鑑条例の一部改正について
　 登録資格に定める欠格条項の「成年被後見人」を「意志能力を有しない者」に改める

●南部町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
　定める条例の一部改正について
　 放課後児童支援員のみなし制度の期間を令和5年まで3年間延長する

●南部町営住宅条例の一部改正について
　 民法改正に伴い原状回復義務の明文化と県営手間第一及び第二団地を町営住宅とする

●南部町上下水道給水条例の一部改正について
　 水道法の一部改正に伴い工事事業者制度に更新制度を導入し更新手数料と期間を定める

副町長に土江一史氏を選任する議案……………………
監査委員に仲田和男氏を選任する議案…………………

追加議案の審査結果

南部町議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について………………………………………

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○○○

×

賛否

会計名／議員名（議席番号順）

反対
現下の町民の暮らしの状況からみればここまで
しなくてよいのではないと判断し反対する。

賛成
人事院勧告の対応で判断基準のよりどころが将
来的に適用根拠がなくなってしまうので賛成す
る。

賛成多数で可決

公定価格の改善、保育士の処遇改善のための必要な
措置を求める意見書………………………………………… 全員一致で可決

賛成多数で同意
全員一致で同意

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書……
　〇提出者：民生教育常任委員長　長束　博信

発議案の審査結果
賛成多数で可決

第３回南部町臨時議会開催

　当初は令和２年度の当初予算で見込んでいた複合施設建設の予算を２月の臨時議会で、補正予算と
して議決した。不確定な補助金であったため、財源の多くは合併特例債と基金からの繰り入れ金とし
た。今回、国の交付決定を受けて合併特例債を減額し、地方創生交付金を増額した。
　また、臨時議会では複合施設新築工事に関する契約の締結について、全て全員一致で可決した。

国庫補助金　４億７,165万７千円　決定！

〇提出者：南部町議会議員 　井田　章雄　他10名

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○
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○賛否

会計名／議員名（議席番号順）

反対
趣旨はよく理解できるが、国内全体的に、一消
費者として色々と記載されているし、税源につ
いても現段階では実現が難しいと思う。

賛成
８％から10％、２％上がった訳だが５％から
８％へ上がった時よりも経済の落ち込みは大変
な状況であり賛成する。

〇提出者：南部町議会議員 　加藤　学、真壁　容子、亀尾　共三

〇提出者：民生教育常任委員長　長束　博信

工事名

建築主体工事

電気設備工事
機械設備工事

契約の方法

指名競争入札

指名競争入札
指名競争入札

契約の金額

789,800千円

121,880千円
168,300千円

契約の相手方

美保テクノス･金田工務店･フィディア･
岩崎組共同企業体
栄和電気･齋木電気工業共同企業体
シンセイ･曽我工業共同企業体

令和２年３月30日

消費税５％への緊急減税を求める意見書………………… 賛成少数で否決

なんぶ議会だより　第 63号９ なんぶ議会だより　第 63号 ８

３月定例議会報告・条例・陳情・請願・議員発議
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追加議案の審査結果
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賛否
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女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書……
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　当初は令和２年度の当初予算で見込んでいた複合施設建設の予算を２月の臨時議会で、補正予算と
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一般質問

　
３
年
前
の
平
成
29
年
度
３

月
議
会
で
、
合
併
以
降
永
年

の
課
題
で
あ
っ
た
町
内
水
道
料
金
の

統
一
と
、
３
年
後
の
値
上
げ
案
が
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
そ
の
後
３
年
が
経
過
し
、
現
状

と
当
時
の
想
定
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
次
の
点
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
に
は

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
料
金
統
一
の
た
め
に
一

般
会
計
か
ら
の
出
資
金
と
い
っ
た
基

準
外
で
も
繰
り
出
し
は
可
能
か
。

②
３
年
前
に
想
定
さ
れ
た
水
道
会
計

の
収
支
見
込
み
は
現
状
で
は
ど
う

か
。
今
後
の
水
道
事
業
の
見
通
し
と

事
業
計
画
を
伺
う
。

③
こ
の
度
水
道
料
金
の
値
上
げ
反
対

の
署
名
が
出
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
町
長
は
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

①
地
方
公
営
企
業
法
で
は
、

独
立
採
算
性
が
原
則
で
あ
る

が
、
「
企
業
経
営
収
入
を
も
っ
て
充

て
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
経
費
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
負
担
す

る
。
」
と
総
務
省
の
繰
り
出
し
基
準

に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
出
資
金

や
長
期
貸
し
付
け
が
出
来
る
」
と
あ

る
。

②
３
年
前
の
試
算
は
５
千
７
百
万
円

の
赤
字
を
想
定
し
て
い
た
が
、
現
在

は
７
千
２
百
万
円
の
赤
字
の
見
込
み

で
損
失
が
増
加
し
て
い
る
。
今
後
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
年
間
５
千
万
円
の
老
朽
施
設

更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

③
今
回
も
水
道
料
金
の
値
上
げ
反
対

の
署
名
が
あ
る
こ
と
は
、
各
家
庭
へ

の
影
響
が
大
き
い
も
の
と
改
め
て
感

じ
て
い
る
。
一
方
で
、
持
続
可
能
な

水
道
事
業
経
営
の
た
め
に
は
、
料
金

改
定
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

の
適
正
な
水
道
料
金
を
設
定
す
る
た

め
に
、
公
共
料
金
審
議
会
を
通
じ
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。
ご
理
解
を
頂

き
た
い
。

三
鴨

町
長

水
道
事
業

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
水
道
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

Ａ
令
和
２
年
度
よ
り
年
間
５
千
万
円
で
老
朽
施
設
を
更
新
町
長

　
議
会
で
は
、
町
内
青
年
と

の
「
意
見
交
換
会
」
を
開
催

し
た
。

　
今
の
青
年
た
ち
は
、
紙
媒
体
で
の

情
報
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
通
信
情
報
の
環
境
改
善
に
は
、
町

内
全
域
に
お
い
て
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整

備
が
急
務
で
あ
る
と
思
い
質
問
す
る
。

　
南
部
町
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設

は
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
と
光

ケ
ー
ブ
ル
の
組
み
合
わ
せ
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方

式
あ
る
。

　
質
問
は
、
家
屋
に
引
き
込
む
回
線

も
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
方
式
へ
移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
を
開
設
し

た
当
時
に
比
べ
、
放
送
及
び
通
信
の

高
速
化
が
進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
は
パ
ソ
コ
ン
の
み
な
ら
ず
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

が
増
大
し
て
い
る
。

　
今
後
、
４
Ｋ
・
８
Ｋ
放
送
や
次
世

代
通
信
規
格
で
あ
る
５
Ｇ
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
光
ケ
ー
ブ
ル
化
へ
の

移
行
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
た
だ
、
事
業
費
が
概
算
で
８
〜
９

億
円
か
か
る
見
込
み
も
あ
る
た
め
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
手
遅
れ
の
な

い
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

光
ケ
ー
ブ
ル
化
の
推
進

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
町
内
全
域
の
整
備
に
つ
い
て

Ａ
財
政
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し
た
い

坂
井

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

質　問　事　項
１

２

３

４

５

６

７

８

９

荊尾  芳之

三鴨  義文

板井  　隆

景山  　浩

仲田  司朗

亀尾  共三

加藤  　学

真壁  容子

細田  元教

１
２
１
２
３
１
２
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
１
１
２
３

30

30

30

30

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

保
育
行
政

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
保
育
施
設
の
運
営
・
整
備
・
建
て
替
え
は

Ａ
令
和
２
年
度
中
に
整
備
方
針
を
明
確
化
す
る

　
陶
山
町
政
に
と
っ
て
、
保

育
行
政
は
大
変
重
要
な
施
策

で
す
。
町
長
が
目
指
す
5
つ
の
挑
戦

の
中
で
も
2
番
目
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
達
が
生
き
生

き
育
つ
環
境
と
人
材
育
成
に
挑
戦
」

と
し
て
、
こ
れ
に
沿
っ
た
施
策
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
南
部
町
の
保
育
施
策
を
よ
り
具
体

的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
以
下
の
点

に
つ
い
て
町
長
に
問
う
。

①
保
育
園
の
運
営
体
制
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

②
公
設
民
営
の
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
期
間
の
期
限
が
近
づ
い
て

い
る
が
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

③
保
育
園
の
統
合
に
よ
る
建
て
替
え

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
①
保
育
園
の
運
営
体
制
に

つ
い
て
と
②
公
設
民
営
の
保

育
園
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
合
わ
せ

て
回
答
し
ま
す
。
現
在
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
設
け
て
、
保
育
園
の

あ
り
方
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
こ

の
会
議
の
中
で
一
定
の
方
向
性
を
出

し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
③
の
、
保
育
園
の
統
合
に
よ

る
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
す
み
れ

こ
ど
も
園
以
外
の
3
園
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
進
む
中
、
適
宜
修
繕
を
行

い
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
近

い
将
来
建
て
替
え
が
必
要
に
な
る
こ

と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方

で
、
残
念
な
が
ら
今
後
の
園
児
数
は

減
少
し
て
い
く
推
計
で
あ
る
。
入
所

児
童
数
の
推
計
に
よ
る
適
正
な
園
の

規
模
や
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
①
・

②
同
様
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

中
で
協
議
を
重
ね
て
行
き
、
今
後
の

方
向
性
を
だ
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、

公
共
施
設
の
運
営
の
あ
り
方
の
面
で

も
行
財
政
審
議
会
で
検
討
し
、
令
和

２
年
度
中
に
は
保
育
施
設
の
整
備
方

針
を
明
確
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

荊
尾

町
長

保育行政
町長選挙
水道事業の今後
中山間地域の農業
令和２年度の重点施策
光ケーブル化の推進
西伯カントリーパークの公園整備
プログラミング教育
伝染病のパンデミック対策
新年度予算における地域経済活性策
地域防災
レジ袋有料化
交通問題
国民健康保険税･75歳以上の保険料・医療費の負担軽減
複合施設
小中学校体育館にエアコンの設置
加齢性難聴者の補聴器購入
水道料金
公立病院のある町づくりをどのように考えているか
円卓会議の成果
介護予防
新型肺炎コロナウイルス対策

町
長

町
長
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一般質問

　
３
年
前
の
平
成
29
年
度
３

月
議
会
で
、
合
併
以
降
永
年

の
課
題
で
あ
っ
た
町
内
水
道
料
金
の

統
一
と
、
３
年
後
の
値
上
げ
案
が
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
そ
の
後
３
年
が
経
過
し
、
現
状

と
当
時
の
想
定
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
次
の
点
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
に
は

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
料
金
統
一
の
た
め
に
一

般
会
計
か
ら
の
出
資
金
と
い
っ
た
基

準
外
で
も
繰
り
出
し
は
可
能
か
。

②
３
年
前
に
想
定
さ
れ
た
水
道
会
計

の
収
支
見
込
み
は
現
状
で
は
ど
う

か
。
今
後
の
水
道
事
業
の
見
通
し
と

事
業
計
画
を
伺
う
。

③
こ
の
度
水
道
料
金
の
値
上
げ
反
対

の
署
名
が
出
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
町
長
は
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

①
地
方
公
営
企
業
法
で
は
、

独
立
採
算
性
が
原
則
で
あ
る

が
、
「
企
業
経
営
収
入
を
も
っ
て
充

て
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
経
費
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
負
担
す

る
。
」
と
総
務
省
の
繰
り
出
し
基
準

に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
出
資
金

や
長
期
貸
し
付
け
が
出
来
る
」
と
あ

る
。

②
３
年
前
の
試
算
は
５
千
７
百
万
円

の
赤
字
を
想
定
し
て
い
た
が
、
現
在

は
７
千
２
百
万
円
の
赤
字
の
見
込
み

で
損
失
が
増
加
し
て
い
る
。
今
後
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
年
間
５
千
万
円
の
老
朽
施
設

更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

③
今
回
も
水
道
料
金
の
値
上
げ
反
対

の
署
名
が
あ
る
こ
と
は
、
各
家
庭
へ

の
影
響
が
大
き
い
も
の
と
改
め
て
感

じ
て
い
る
。
一
方
で
、
持
続
可
能
な

水
道
事
業
経
営
の
た
め
に
は
、
料
金

改
定
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

の
適
正
な
水
道
料
金
を
設
定
す
る
た

め
に
、
公
共
料
金
審
議
会
を
通
じ
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。
ご
理
解
を
頂

き
た
い
。

三
鴨

町
長

水
道
事
業

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
水
道
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

Ａ
令
和
２
年
度
よ
り
年
間
５
千
万
円
で
老
朽
施
設
を
更
新
町
長

　
議
会
で
は
、
町
内
青
年
と

の
「
意
見
交
換
会
」
を
開
催

し
た
。

　
今
の
青
年
た
ち
は
、
紙
媒
体
で
の

情
報
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
通
信
情
報
の
環
境
改
善
に
は
、
町

内
全
域
に
お
い
て
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整

備
が
急
務
で
あ
る
と
思
い
質
問
す
る
。

　
南
部
町
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設

は
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
と
光

ケ
ー
ブ
ル
の
組
み
合
わ
せ
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方

式
あ
る
。

　
質
問
は
、
家
屋
に
引
き
込
む
回
線

も
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
方
式
へ
移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
を
開
設
し

た
当
時
に
比
べ
、
放
送
及
び
通
信
の

高
速
化
が
進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
は
パ
ソ
コ
ン
の
み
な
ら
ず
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

が
増
大
し
て
い
る
。

　
今
後
、
４
Ｋ
・
８
Ｋ
放
送
や
次
世

代
通
信
規
格
で
あ
る
５
Ｇ
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
光
ケ
ー
ブ
ル
化
へ
の

移
行
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
た
だ
、
事
業
費
が
概
算
で
８
〜
９

億
円
か
か
る
見
込
み
も
あ
る
た
め
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
手
遅
れ
の
な

い
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

光
ケ
ー
ブ
ル
化
の
推
進

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
町
内
全
域
の
整
備
に
つ
い
て

Ａ
財
政
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し
た
い

坂
井

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

質　問　事　項
１

２

３

４

５

６

７

８

９

荊尾  芳之

三鴨  義文

板井  　隆

景山  　浩

仲田  司朗

亀尾  共三

加藤  　学

真壁  容子

細田  元教

１
２
１
２
３
１
２
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
１
１
２
３

30

30

30

30

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

保
育
行
政

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
保
育
施
設
の
運
営
・
整
備
・
建
て
替
え
は

Ａ
令
和
２
年
度
中
に
整
備
方
針
を
明
確
化
す
る

　
陶
山
町
政
に
と
っ
て
、
保

育
行
政
は
大
変
重
要
な
施
策

で
す
。
町
長
が
目
指
す
5
つ
の
挑
戦

の
中
で
も
2
番
目
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
達
が
生
き
生

き
育
つ
環
境
と
人
材
育
成
に
挑
戦
」

と
し
て
、
こ
れ
に
沿
っ
た
施
策
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
南
部
町
の
保
育
施
策
を
よ
り
具
体

的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
以
下
の
点

に
つ
い
て
町
長
に
問
う
。

①
保
育
園
の
運
営
体
制
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

②
公
設
民
営
の
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
期
間
の
期
限
が
近
づ
い
て

い
る
が
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

③
保
育
園
の
統
合
に
よ
る
建
て
替
え

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
①
保
育
園
の
運
営
体
制
に

つ
い
て
と
②
公
設
民
営
の
保

育
園
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
合
わ
せ

て
回
答
し
ま
す
。
現
在
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
設
け
て
、
保
育
園
の

あ
り
方
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
こ

の
会
議
の
中
で
一
定
の
方
向
性
を
出

し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
③
の
、
保
育
園
の
統
合
に
よ

る
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
す
み
れ

こ
ど
も
園
以
外
の
3
園
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
進
む
中
、
適
宜
修
繕
を
行

い
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
近

い
将
来
建
て
替
え
が
必
要
に
な
る
こ

と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方

で
、
残
念
な
が
ら
今
後
の
園
児
数
は

減
少
し
て
い
く
推
計
で
あ
る
。
入
所

児
童
数
の
推
計
に
よ
る
適
正
な
園
の

規
模
や
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
①
・

②
同
様
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

中
で
協
議
を
重
ね
て
行
き
、
今
後
の

方
向
性
を
だ
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、

公
共
施
設
の
運
営
の
あ
り
方
の
面
で

も
行
財
政
審
議
会
で
検
討
し
、
令
和

２
年
度
中
に
は
保
育
施
設
の
整
備
方

針
を
明
確
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

荊
尾

町
長

保育行政
町長選挙
水道事業の今後
中山間地域の農業
令和２年度の重点施策
光ケーブル化の推進
西伯カントリーパークの公園整備
プログラミング教育
伝染病のパンデミック対策
新年度予算における地域経済活性策
地域防災
レジ袋有料化
交通問題
国民健康保険税･75歳以上の保険料・医療費の負担軽減
複合施設
小中学校体育館にエアコンの設置
加齢性難聴者の補聴器購入
水道料金
公立病院のある町づくりをどのように考えているか
円卓会議の成果
介護予防
新型肺炎コロナウイルス対策

町
長

町
長
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一般質問

　
全
世
代
型
社
会
保
障
は
第

２
次
安
倍
内
閣
が
13
年
８
月

に
公
表
し
た
社
会
保
障
制
度
改
革
国

民
会
議
報
告
の
中
で
打
ち
出
し
た
も

の
だ
。
19
年
９
月
に
設
置
し
た
全
世

代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
は
16
人
で

安
倍
首
相
も
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

医
療
福
祉
現
場
か
ら
の
代
表
者
は
一

人
も
い
な
い
。
消
費
税
増
税
は
福
祉

の
向
上
を
理
由
と
言
う
け
れ
ど
、
保

険
税
の
負
担
増
は
さ
れ
る
が
、
給
料

は
増
え
な
い
。
年
金
は
削
減
の
中
、

負
担
の
軽
減
を
求
め
る
。
昨
年
の
３

月
議
会
で
所
得
額
が
下
が
れ
ば
国
保

税
が
上
が
る
逆
転
現
象
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
保
険
税
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
。

　
２
つ
目
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
も
負
担
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
、

窓
口
負
担
を
原
則
１
割
か
ら
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　
今
以
上
の
負
担
増
は
止
め
て
、
負

担
の
軽
減
を
求
め
る
。

　
国
保
税
の
軽
減
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
。  

　
29
年
度
の
所
得
額
は
59
万
５
２
０

６
円
、
国
保
税
額
は
８
万
７
６
７
４

円
で
あ
る
。
30
年
度
の
所
得
額
は
58

万
８
０
９
７
円
国
保
税
は
８
万
６
６

５
９
円
で
あ
る
。
本
町
の
国
民
健
康

保
険
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
国
保
税
の
軽
減
は

現
状
で
は
難
し
い
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
お
答
え
す
る
。

　
保
険
料
は
被
保
険
者
の
負
担
能
力

に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
応
能
分
と
受

益
に
応
じ
て
均
し
く
賦
課
さ
れ
る
応

益
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
広
域
連

合
内
均
一
保
険
料
率
と
し
、
個
人
単

位
で
賦
課
さ
れ
て
お
り
、
財
政
の
均

衡
を
保
つ
た
め
に
２
年
ご
と
に
見
直

し
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
鳥
取
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
に
お

い
て
据
え
置
き
と
決
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

全
世
代
型
社
会
保
障

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
社
会
保
険
税
・
料
の
軽
減
を
求
め
る

Ａ
現
状
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

町
長

亀
尾

　
現
在
、
水
度
料
金
引
き
上

げ
中
止
を
求
め
る
陳
情
書
と

署
名
用
紙
を
提
出
し
て
い
る
。
会
見

地
区
だ
け
で
１
，
０
０
０
名
と
平
成

29
年
３
月
議
会
提
出
の
８
５
０
名
を

超
え
て
い
る
。
民
意
は
水
道
料
金
値

上
げ
反
対
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。

①
南
部
町
の
人
口
は
減
少
し
て
い
る

が
給
水
人
口
は
減
少
し
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か

②
平
成
29
年
度
水
道
事
業
会
計
へ
の

繰
り
入
れ
金
額
は
い
く
ら
か

③
過
去
に
繰
入
は
何
度
な
さ
れ
た
か

④
水
道
施
設
の
更
新
計
画
と
予
算
は

ど
こ
ま
で
出
来
て
い
る
か

⑤
24
％
値
上
げ
を
し
た
場
合
の
令
和

２
年
度
の
水
道
事
業
会
計
の
予
測
は

ど
う
な
る
か

⑥
値
上
げ
を
す
る
理
由
は

⑦
平
成
30
年
度
以
降
、
水
道
料
金
の

検
証
を
し
た
か

⑧
令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
会
計
の

決
算
の
結
果
に
よ
っ
て
見
直
し
を
す

る
か

⑨
水
道
料
金
改
定
の
見
送
り
を
求
め
る
。

①
令
和
20
年
で
１
６
０
０
人

減
少
す
る
。

②
１
億
１
，
５
２
２
万
８
千
円
。

③
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
の
み
。

④
水
道
管
破
損
状
況
や
優
先
順
位
で

判
断
す
る
。
ま
ず
会
見
地
区
で
配
水

管
更
新
を
計
画
。
令
和
２
年
度
以
降
、

年
間
約
５
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

⑤
収
入
が
２
億
４
９
７
万
円
。
支
出

が
２
億
７
０
３
万
円
で
２
０
６
万
円

の
赤
字
。

⑥
平
成
29
年
度
か
ら
損
失
が
出
て
い

る
。
こ
れ
以
上
、
料
金
改
定
の
先
延

ば
し
は
出
来
な
い
。

⑦
年
度
の
決
算
と
決
算
見
込
み
と
の

比
較
を
行
い
検
証
し
て
い
る
。

⑧
見
直
し
は
す
る
。
た
だ
し
、
単
年

度
で
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⑨
想
定
収
支
を
上
回
る
損
失
が
出
て

い
る
。
料
金
改
定
は
必
要
不
可
欠
。

水
道
料
金

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
料
金
改
定
の
見
送
り
を
求
め
る

Ａ
料
金
改
定
は
必
要
不
可
欠

町
長

加
藤

管
理
者

レ
ジ
袋
の
有
料
化

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
を
使
用
し
な
い
取
組
は
で
き
な
い
か

Ａ
ご
み
を
発
生
さ
せ
な
い
観
点
か
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
を
推
奨
し
た
い

町
長

　
昨
年
12
月
27
日
に
「
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
関

係
省
令
が
改
正
さ
れ
た
た
め
本
年
７

月
よ
り
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
小
売
店
で
使
わ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
買
物
袋
（
い
わ
ゆ
る
レ
ジ
袋
）

の
有
料
化
が
全
国
レ
ベ
ル
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

①
レ
ジ
袋
有
料
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
土
壌
汚
染
や
海
洋
汚
染
の
抑
制
、

石
油
消
費
量
の
削
減
、
レ
ジ
袋
焼
却

時
の
Ｃ
Ｏ
２
の
抑
制
、
エ
コ
意
識
の

向
上
が
挙
げ
ら
れ
、
当
町
は
、
環
境

省
指
定
の
里
地
里
山
に
指
定
さ
れ
て

い
る
町
で
あ
り
ど
う
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

②
こ
の
際
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
レ

ジ
袋
を
使
用
し
な
い
」
。
か
わ
り
に

「
海
洋
で
分
解
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
１
０
０
％
使
用
し
た
袋
」
、
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
25
％
以

上
配
合
し
た
袋
」
に
変
更
し
て
も
ら

う
取
り
組
み
が
で
き
な
い
の
か
。

①
海
洋
プ
ラ
ス
ッ
チ
ッ
ク
ご

み
問
題
は
、
地
球
温
暖
化
な

ど
の
解
決
に
向
け
た
取
組
で
、
マ
イ

バ
ッ
グ
の
持
参
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
革
を
促
す
こ
と
が
目
的
で
、

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質

ゼ
ロ
宣
言
を
行
い
、
南
部
町
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

②
日
本
は
、
一
人
当
た
り
の
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発
生
量
は

世
界
第
２
位
で
あ
り
、
ご
み
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
⑴
リ
フ
ュ
ー
ズ

（
要
ら
な
い
も
の
は
断
り
、
ご
み
を

発
生
さ
せ
な
い
こ
と
）
⑵
リ
デ
ュ
ー

ズ
（
ゴ
ミ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
区
別

す
る
）
⑶
リ
ユ
ー
ス(

繰
り
返
し
使

う)

⑷
リ
サ
イ
ク
ル(

も
う
一
度
資
源

と
し
て
使
う)

が
あ
り
、
当
町
で
は
、

ご
み
を
発
生
さ
せ
な
い
観
点
か
ら
町

民
の
皆
様
に
『
マ
イ
バ
ッ
グ
』
の
持

参
を
今
以
上
に
を
推
奨
し
て
い
き
た

い
。

仲
田

町
長

町
長

　
今
日
、
我
が
南
部
町
も
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減

少
に
よ
り
地
域
の
活
力
が
ど
ん
ど
ん

失
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　
農
業
や
林
業
、
商
工
業
な
ど
の
経

済
活
動
全
般
が
健
全
に
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
こ
そ
が
、
人
が
そ
こ
で
生

活
し
、
住
め
る
と
い
う
必
要
条
件
と

も
言
え
る
。

　
人
の
確
保
、
地
域
の
持
続
性
の
観

点
か
ら
、
国
で
は
地
域
で
仕
事
を
作

る
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
政
策
と
し
て
地
方
創
世
を
打
ち

出
し
、
南
部
町
で
も
政
策
目
標
と
基

本
施
策
を
示
し
た
総
合
戦
略
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。

　
新
年
度
予
算
に
お
け
る
地
域
経
済

活
性
化
策
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

方
と
目
玉
と
な
る
事
業
は
何
か
を
問

う
。

　
南
部
町
の
地
域
経
済
活
性

化
に
は
、
福
祉
、
医
療
、
商

工
業
、
農
林
業
、
観
光
業
、
移
住
定

住
、
雇
用
、
交
通
な
ど
あ
ら
ゆ
る
取

り
組
み
の
向
上
に
よ
り
地
域
を
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
、
人
口
減

少
が
続
く
中
で
も
所
得
や
雇
用
を
確

保
し
、
自
律
的
な
経
済
基
盤
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
農
林
業
や
商
工
業
が
活
力
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
学
び
、

遊
ぶ
、
若
者
が
未
来
に
希
望
を
抱

き
、
人
々
が
豊
か
な
里
地
里
山
の
中

で
幸
せ
を
実
感
し
、
そ
し
て
穏
や
か

に
暮
ら
せ
る
、
そ
ん
な
南
部
町
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
新
年
度
の
目
玉
と
し
て
は
、
継
続

し
て
行
っ
て
き
た
起
業
促
進
奨
励
金

に
よ
る
起
業
支
援
、
空
き
家
対
策
、

職
業
紹
介
事
業
な
ど
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
取
り
組
み
に
加
え
、
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
住
宅
開
発
促
進
事

業
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

新
た
な
宅
地
開
発
を
行
な
う
民
間
事

業
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
複
合
施
設
整
備
工
事
で
は
、
地
元

企
業
へ
の
優
先
発
注
や
完
成
後
の
地

域
経
済
の
活
性
化
と
人
口
減
少
抑
制

を
期
待
し
て
い
る
。

地
域
経
済
活
性
化
策

景
山
　浩
　 議
員

Ｑ
基
本
的
な
考
え
方
と
新
年
度
の
目
玉
事
業
は

Ａ
新
た
に
住
宅
開
発
促
進
事
業
に
取
り
組
む

町
長

景
山

町
長

町
長
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直撃インタビュー

独立したきっかけは？
　   背中を押したのは先輩 
　独立を考えたのは１年前です。
　米子で働いていましたが、地元で開業出来る場所が
あればと思っていました。
　同業者の先輩から、ここ（ＪＡ会見支所の隣）が空
いていると言われました。
　小学生と中学生の子供がいるので、ここでなら子育
てしながら出来ると考えました。
　結局、背中を押したのは先輩です。（笑）

お店の名前アグリの由来はＪＡ会見支所の隣なので農業を意味するアグリカルチャーとＮＨＫ朝の連続テレビ小説「あぐり」のモデルになった美
容師の吉行あぐりから（取材担当者）

皮ごと食べられるシャインマスカットは、市場でも大変人気があります。後継者が少ないといわれる果樹農業で期待の若者です。（取材担当者）

Ｑ
A 将来は？

　   気楽に人が立ち寄れるお店
　近所の人が気楽に立ち寄れるお店にしたいです。
お店だけでなく、和服の着付け教室を開けるようになりた
いです。
　それ以外にも、友人と整体やヨガなどが出来るようにし
たいです。

Ｑ
A

　　　雑賀美紀　さん（天萬）

挑戦する若者たち挑戦する若者たち

直撃インタビュー

美容室

就農しようと思ったきっかけは 井田充洋さん
　   少しでも家族を手伝いたい
　私の家は、従来からブドウと柿を中心とした生産農
家です。これまで母と祖母が経営の柱となっており、
いつもその背中をみてきました。近年は「ふるさと納
税」の返礼品などで「皮ごと食べられるシャインマス
カット」の需要が増え大変忙しくなっていくなかで、
少しでも家族を手伝いたいと思うようになりました。
　この春からは、規模拡大するためビニールハウスを
増やす予定です。南部町の特産品である梨や柿に続く
新しい特産品を目指してシャインマスカットなどに挑
戦します。

Ｑ
A

後継者を育てるにあたっての想いは
　　　　　　　　　　　　　井田二三恵さん
　   すべて一人でこなせるようよう指導する
　ブドウ生産は、亡くなった夫と共に手探りで研究してき
たものです。この度、息子の充洋が就農するにあたり、私
の手伝いではなく出荷までの過程をすべて一人でこなせる
よう指導していくつもりです。母であると同時に指導者で
あることを自負しています。皆さんにおいしいブドウが提
供できるよう二人三脚でがんばります。

Ｑ

A

（シャインマスカット）
ぶどう生産

問い合わせ先　080－2916－3339
営  業  時  間　９：00～19：00
　　　　　　　（月曜日定休日）ＪＡ会見支所の隣

ビシビシいくぞ！
　　　　がんばれ

ア　グ　リ

直撃インタビュー

井田充洋さん（上野）

井田二三恵さん（上野）

なんぶ議会だより　第 63号 14

一般質問

西
伯
病
院

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
公
立
病
院
の
あ
る
町
づ
く
り
を
ど
う
考
え
る
か

Ａ
地
方
へ
の
再
配
分
機
能
、
少
子
化
対
策
の
一
翼
を
担
う
町
長

　
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
立
病
院
の
存
続
と
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
は
不
可
分
の
こ
と
だ
。
社
会
的

共
通
資
本
と
し
て
の
医
療
と
、
そ
の

雇
用
、
産
業
、
経
済
波
及
効
果
を
ど

う
考
え
る
か
。

　
公
立
病
院
の
統
廃
合
の
背
景
の
一

つ
に
人
口
減
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
地

方
創
生
事
業
で
人
口
増
計
画
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
根
本
解
決
に
は
程

遠
い
。
少
子
化
対
策
と
し
て
地
域
に

女
性
の
常
勤
雇
用
を
ふ
や
す
こ
と
が

必
要
と
の
指
摘
も
あ
る
。
町
づ
く
り

計
画
の
中
で
公
立
病
院
の
果
た
す
役

割
を
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
わ
が
国
の
医
療
機
関
で
、

自
治
体
病
院
は
11
％
だ
が
、

福
祉
や
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
地
域

包
括
ケ
ア
を
実
践
し
成
果
を
上
げ
、

地
域
住
民
に
安
心
を
提
供
し
て
き
た

の
は
、
高
齢
化
の
進
む
地
方
の
自
治

体
病
院
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
西
伯
病
院
は
約
２
４
０
名
を
雇
用

し
、
そ
の
約
４
割
が
町
在
住
職
員
で

働
く
場
を
提
供
し
て
い
る
。
６
割
の

町
外
在
住
職
員
も
町
内
で
の
買
い
物
、

消
費
も
少
な
く
な
い
。
燃
料
は
町
内

調
達
、
賄
材
料
は
町
内
食
材
供
給
連

絡
協
議
会
や
西
部
農
協
を
通
じ
て
地

産
地
消
に
努
め
て
い
る
。
病
院
の
設

置
は
診
療
報
酬
を
通
じ
て
、
都
市
か

ら
地
方
へ
の
再
配
分
機
能
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
地
方
創
生
事
業
は
重
要
な
分
野
に

お
い
て
成
果
が
表
れ
て
い
る
が
、
人

口
に
つ
い
て
は
そ
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
。
福
祉
と
医
療

は
中
山
間
地
に
あ
っ
て
雇
用
を
生
み

出
し
、
特
に
女
性
活
躍
の
場
と
し
て

機
能
し
て
お
り
、
都
会
で
学
ん
だ
子

ど
も
た
ち
の
就
労
の
場
に
な
る
。
少

子
化
対
策
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。

真
壁

町
長

　
町
長
に
な
ら
れ
て
毎
年
１

回
、
各
振
興
区
に
出
ら
れ
円

卓
会
議
を
し
て
お
ら
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
ま
た

町
政
の
話
を
さ
れ
良
い
会
議
だ
と
思

う
。
そ
こ
で
円
卓
会
議
を
３
回
開
か

れ
た
中
で
の
成
果
と
町
政
に
対
す
る

政
策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
問

う
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
集
落
の

状
況
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
の
現
状
な
ど
直
接
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら

地
域
振
興
協
議
会
を
単
位
と
し
て
、

区
長
を
は
じ
め
、
現
場
で
農
業
や
福

祉
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と

行
政
が
直
接
話
し
合
う
地
域
円
卓
会

議
を
実
施
し
て
い
る
。
円
卓
会
議
で

は
、
各
集
落
が
抱
え
る
課
題
を
テ
ー

マ
と
し
て
現
状
を
理
解
し
、
互
い
に

役
割
を
共
有
し
地
域
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
課
題
解
決
に
向
け
て
具
体

的
な
施
策
に
つ
な
げ
て
い
く
機
会
と

捉
え
て
い
る
。

　
防
災
で
は
、
防
災
訓
練
の
実
施
、

各
集
落
で
土
の
う
作
成
、
福
祉
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
令
和

２
年
度
策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画
に

具
体
的
な
施
策
と
し
て
反
映
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　
農
業
で
は
集
落
営
農
の
立
ち
上
げ

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

今
年
度
は
公
共
交
通
、
西
伯
病
院
な

ど
喫
緊
の
課
題
も
お
伝
え
し
、
協
議

会
を
中
心
に
課
題
解
決
に
向
け
た
連

携
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ

だ
。
今
後
も
地
域
円
卓
会
議
を
通
じ

て
、
町
民
の
声
を
聞
き
、
具
体
的
な

施
策
に
取
り
組
む
。

細
田

町
長 円

卓
会
議

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
円
卓
会
議
の
成
果
を
問
う

Ａ
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
意
義
の
向
上
が
図
ら
れ
た

町
長



　令
和
初
の
桜
。
今
年
の
法
勝
寺
川
土

手
の
桜
は
、
い
つ
も
の
年
と
同
じ
よ
う

に
美
し
く
満
開
と
な
り
、
私
た
ち
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
桜
は
、
少
し
長
い
期
間
咲
い

て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
天
候
と

気
温
の
関
係
で
し
ょ
う
か
。
散
り
際
ま

で
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　例
年
で
あ
れ
ば
、
桜
の
開
花
に
合
わ

せ
て
、
桜
ま
つ
り
、
一
式
飾
り
と
賑
や

か
な
法
勝
寺
宿
周
辺
と
な
る
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
桜
並
木
の

下
を
、
家
族
と
一
緒
に
マ
ス
ク
を
し

て
、
知
人
と
出
会
っ
て
も
あ
ま
り
会
話

を
交
わ
さ
ず
、
せ
め
て
ゆ
っ
く
り
と
歩

い
て
楽
し
む
の
み
で
し
た
。
こ
の
表
紙

を
飾
っ
た
清
水
川
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
一
本
桜
も
見
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
家
に
帰
る
と
、
必
ず
、
入
念
な
手

洗
い
を
行
い
ま
し
た
。

　私
は
、
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
各
全
国
大
会
、
学
童

（
小
学
生
）
大
会
、
少
年
（
中
学
生
）

大
会
が
、
延
期
や
中
止
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
夏
の
高
校
野
球
は
ど
う
か
。

三
年
生
の
事
を
思
う
と
と
て
も
や
る
せ

な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
皆
様
、
こ

の
最
大
の
ピ
ン
チ
を
力
を
合
わ
せ
て
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　（
荊
尾
）

あ
と
が
き

｢
そ
ば
処 

門
所｣

っ
て
何
! ?

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　荊
尾

　芳
之

　副
委
員
長

　
　景
山

　
　浩

　委

　員

　
　井
田

　章
雄

　
　
　
　
　
　板
井

　
　隆

　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　滝
山

　克
己

　
　
　
　
　
　加
藤

　
　学

その他　ざるそば　750円　割子そば　800円　など
※ざるそば、天ぷらそばなどお持ち帰りも出来ます。

も
ん  

じ
ょ

名前の由来は昔の屋号から。
その日に打ったそばがなくなり
次第で終了するお店。

町議会広報

探検隊
NO.4

『
お
こ
わ(
そ
ば
つ
ゆ
で
味
付
け
し
た)

も
人
気
で
す
。
』
（
取
材
担
当
者
）

〒683-0201
鳥取県西伯郡南部町天萬1234
電　話／0859-64-2259
営業時間／昼11：00～15：00
　　　　　　（ラストオーダー14：30）

夜17：00～21：00
　　　　　　（ラストオーダー20：30）
定休日／月曜日

予約のみ

駐在所

南部町役場
天萬庁舎

GS

大安寺

消防署

花回廊

大袋

門  所
もん じょ

ローソン

そば処 
南部町役場
法勝寺庁舎

南
部
バ
イ
パ
ス

店内から見たお庭

すだちそば　これからのメニュー

天ぷらそば　1,050円

ざるそば定食　1,050円


